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三木市立金物資料館 第 34回特別企画展を開催 
大工道具の歴史 第 3章 ～鑿～ 

―美しい継手仕口のために木を刻み穴を掘る― 

 

 日本の建築を支えてきた大工道具の歴史を、2016 年から毎年 1 品目ずつ紹介

しています。第 3 章となる今年のテーマは鑿です。ある時は力強く叩き、又あ

る時は繊細な加工により、美しい彫刻や計算された継手を生み出すこの道具の

歴史に是非触れてみてください。 

 

1 展示期間  10月 23日（火）～12月 2日（日） 

 

2 展示会場  三木市立金物資料館 [三木市上の丸町 5番 43号]  

 

3 入 館 料  無料 

 

4 期間内イベント 

 

 ・特別講演「三木金物の鑿について」 

  講演者 播州三木打刃物伝統工芸士会 会長 岩崎永祐さん 

  日時  11月 11日（日） 午後 1時 30分～2時 30分 

  会場  みき歴史資料館 3階講座室 

 

 ・限定企画「ミニ下駄作り」 

  鑿を使って簡単にかわいいミニ下駄を作ります。 

  日時  11月 11日（日） 午後 1時～4時 

      11月 18日（日） 午前 10時 30分～午後 4時 

  会場  三木市立金物資料館内 

 

問い合わせ先 三木市産業振興部商工振興課かなもの振興係 

電話 0794-82-2000（内線 2233、2232） 

産業振興部商工振興課 

担当：課長 安福 昇治 

内線：2230 


